
地
域
振
興
へ
の
寄
附
に
対
し

感
謝
状
を
贈
呈

　

��
月
１
日
、
寄
附
感
謝
状
贈
呈
式
が
町
長

室
で
行
わ
れ
、
株
式
会
社
タ
カ
ハ
シ
電
工
の

高
橋
勝
治
代
表
取
締
役
に
、
町
か
ら
感
謝
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

高
橋
代
表
取
締
役
に
は
、
萩
野
地
区
の
地

域
振
興
の
た
め
に
、
町
に
対
し
て
多
額
（
現

金
１
０
０
万
円
）
の
寄
附
を
い
た
だ
き
、
こ

の
度
の
感
謝
状
贈
呈
に
至
り
ま
し
た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

まちのࢫ࣮ࣗࢽ

JA
山
形
お
き
た
ま
と
JA
共
済
連
山
形
に
よ
る

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
贈
呈
式

　

平
成
��
年
度
の
第
４
回
目
の

白
鷹
学
講
座
は
��
月
��
日
、
町

社
会
教
育
振
興
大
会
を
兼
ね
て

町
産
業
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。　

　

は
じ
め
に
、
筑
波
大
学
名
誉

教
授
の
門
脇
厚
司
さ
ん
が
、
自

ら
の
実
践
を
紹
介
し
な
が
ら

〝
社
会
力
〟
を
育
て
る
こ
と
に

つ
い
て
講
演
。「
子
ど
も
の
本

当
の
友
だ
ち
は
大
人
。
大
人
た

ち
は
子
ど
も
と
一
緒
に
活
動
す

る
機
会
や
時
間
を
増
や
し
て
い

く
こ
と
が
大
事
」
と
提
言
し
ま

し
た
。
続
い
て
、
町
地
域
お
こ

し
協
力
隊
の
石
井
紀
子
さ
ん

が
、「
次
世
代
に
伝
え
た
い
郷

土
の
文
化
遺
産
」を
テ
ー
マ
に
、

自
身
の
活
動
内
容
を
発
表
。
活

動
を
通
し
て
得
た
成
果
と
課
題

に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
須
藤
恒
雄
生
涯
教
育

推
進
基
金
表
彰
の
授
与
が
講
座

に
先
立
っ
て
行
わ
れ
、
社
会
教

育
の
発
展
と
地
域
づ
く
り
の
振

興
に
貢
献
さ
れ
た
と
し
て
、
丸

山
勝
司
さ
ん
（
荒
砥
）
に
自
治

功
労
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

次
回
の
白
鷹
学
講
座
（
パ
ー

ト
５
）
は
、
九
州
大
学
准
教
授

の
比
良
松
道
一
氏
を
講
師
に
迎

え
、
１
月
��
日
に
町
産
業
セ
ン

タ
ー
で
開
催
予
定
で
す
。

白鷹学講座パート４
「地域で育む人と未来」を開催

１_「社会力育てが学校（教育）と

地域（社会）を救う」と題して講演

した門脇さん　２_ スライドを用い

て発表した石井さん　３_ 自治功労

賞を受賞された丸山さん　

１

２

３

　

��
月
��
日
、
山
形
お
き
た
ま
農
業
協
同

組
合
（
木
村
敏
和
代
表
理
事
組
合
長
）
及

び
全
国
共
済
農
業
協
同
組
合
連
合
会
山
形

県
本
部
（
長
澤
豊
運
営
委
員
会
会
長
）
に

よ
る
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
贈
呈
式
が
町
長
室
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
「
地
域
の
交
通
事
故
防
止
に
役

立
て
て
ほ
し
い
」
と
毎
年
行
わ
れ
て
い
る

も
の
で
、
今
回
は
４
基
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
、
交
通

安
全
と
事
故
防
止
の
た
め
に
、
町
内
各
所

に
設
置
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

感謝状を手にする高橋代表取締役

ＪＡ山形おきたまの大場一行常務理事（中央）が、横澤

副町長へ目録とカーブミラーのレプリカを手渡した
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